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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式／インデックス型 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきん全世界株式インデックスマザーファン
ド」（以下「マザーファンド」といいます。）の受益
証券を主要投資対象とします。 

運 用 方 針 

① 主としてマザーファンドの受益証券への投資を
通じて、米国の金融商品取引所に上場している投
資信託証券に投資し、MSCIオール・カントリー・
ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベー
ス）に連動する投資成果を目指します。 

② マザーファンドの受益証券の組入比率は、原則と
して高位を保ちます。 

③ 運用対象とする有価証券の価格変動リスクを回
避するため、有価証券先物取引、有価証券指数等
先物取引および有価証券オプション取引を行う
ことができます。 

④ 実質組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

⑤市況動向あるいは資金動向等によっては、上記の
ような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

① 株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
② 外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けま

せん。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
① 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当

等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額と
します。 

② 分配金額は、委託者が基準価額水準等を勘案して
決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
は、分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきん全世界株式 

インデックスファンド 

決算日 

（第１期：2023年７月５日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

ん全世界株式インデックスファンド」は2023

年７月５日に第１期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス 
( 配 当 込 み 、 円 換 算 ベ ー ス ) ※ 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ベンチマーク） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

2022年10月12日 10,000 － － 10,000 － － 134 

１期(2023年７月５日) 12,247 90 23.4 12,484 24.8 99.7 1,909 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 

（注３） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

（注４） MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は2022年10月12日の値を10,000としてしんきんア

セットマネジメント投信が算出したものです。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス 
( 配 当 込 み 、 円 換 算 ベ ー ス ) ※ 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2022年10月12日 10,000 － 10,000 － － 

10月末 10,842 8.4 10,823 8.2 102.9 

11月末 10,622 6.2 10,650 6.5 103.1 

12月末 9,997 △ 0.0 10,025 0.3 100.0 

2023年１月末 10,390 3.9 10,460 4.6 100.3 

２月末 10,659 6.6 10,721 7.2 100.4 

３月末 10,620 6.2 10,688 6.9 100.1 

４月末 10,873 8.7 10,934 9.3 100.4 

５月末 11,351 13.5 11,465 14.7 102.5 

６月末 12,209 22.1 12,347 23.5 101.7 

(期  末)      

2023年７月５日 12,337 23.4 12,484 24.8 99.7 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 
 
※MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス

（配当込み）をもとに、委託会社が計算したものです。MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.

が開発した株価指数で、日本を含む世界の先進国および新興国の株式で構成されています。また、MSCI オール・カントリー・ワールド・

インデックスに対する著作権およびその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰属します。 
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○第１期の運用経過等（2022年10月12日～2023年７月５日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注２） MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、設定時の値が基準価額と同一となるように指数

化しています。 
（注３） ベンチマークは、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん全世界株式インデックスマザーファンド」の受益証券への投資

を通じて、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行っています。 

当期は、主にMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックスが上昇したことを受けて、基準価額は上昇

しました。当期の基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 
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＜上昇要因＞ 
・各国のインフレ減速に伴って、金融引締めペースの減速が意識されたこと。 
・金融引締めが行われる一方で、底堅い経済指標が確認されたこと。 
・国内株式市場への注目度が高まり、外国人投資家からの買いが集まったこと。 
・米テクノロジー企業の好決算に伴って、ＡＩ関連企業への注目が集まったこと。 
 

＜下落要因＞ 
・粘着的なインフレ動向への懸念から、金融引締めの長期化が意識されたこと。 
・金融引締めによる実体経済への悪影響から、景気後退が懸念されたこと。 
・米地銀の破綻に端を発する金融不安により、リスク回避の動きが優勢となったこと。 
 

＜投資環境＞ 
（外国株式市況） 

外国株式市場は全体で見ると上昇しました。当期初は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が利上げペースを
減速するとの報道が好感され、上昇しました。また2022年11月に発表された米消費者物価指数（ＣＰＩ）が市
場予想を下回ると、株価の回復基調は鮮明になりました。その後も、底堅い雇用情勢と、米インフレ率の鈍化
を受けて堅調に推移しました。しかし、2023年２月に入り、米国景気の底堅さやインフレの粘着性が意識され
ると、軟調な推移に転じたほか、３月に、米地銀の破綻に端を発する金融不安が発生すると、一時リスク回避
の動きが優勢となりました。ただ、欧米当局の迅速な対応の結果、金融不安の広がりが抑えられると、３月末
には回復基調に転じました。その後は欧米の景気動向とインフレ・金融政策動向への思わくから、一進一退で
の動きが続きましたが、５月末に、米テクノロジー企業が予想を大幅に上回る好決算を発表すると、ＡＩ関連
銘柄を中心とした企業群が株式市場をけん引し、当期末にかけて堅調に推移しました。 
 

（国内株式市況） 
国内株式市場は大きく上昇しました。当期初は、米ＣＰＩの減速や、ＦＲＢの利上げスピードの鈍化、米国

長期金利の低下などを背景に、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は回復基調で推移し、2022年11月下旬には2,000
ポイントを回復しました。しかし、12月20日に日銀が予想外の長期金利変動幅の拡大を行うと、一時1,800ポ
イント台半ばまで調整しました。ただ、年明けからは、緩やかな回復基調に転換しました。2023年３月に米地
銀が破綻すると、一時値を下げましたが、４月に米著名投資家のバフェット氏が来日し、国内株式への強気姿
勢を示したことや、植田新日銀総裁が現行の金融緩和を粘り強く継続する姿勢を示したこと、東京証券取引所
が株価純資産倍率（ＰＢＲ）１倍割れ企業への改善要請を発したことなどが、株価上昇を促しました。とりわ
け５月以降は、外国人投資家によって国内株式が大きく買い越され、当期末には、約33年ぶりの高値となる
2,300ポイント程度まで上昇しました。 
 

（為替市況） 
当期の米ドル円為替相場については、米ドルが下落しました。 
当期初は、米国における急ピッチの金融引締めを受けて、対円で米ドルは大きく上昇しました。ただ、政府・

日銀による為替介入が実施されたことや、米国におけるインフレのピークアウトが意識されると、対円で下落
基調に転じました。2022年12月に、日銀による長期金利変動幅の拡大が行われたことも円高の材料となりまし
た。2023年２月以降は、米国の景気の強さが意識されたことや、植田新日銀総裁が粘り強く金融緩和を続ける
姿勢を強調したことから、対円で上昇基調に転じました。 
当期のユーロ円為替相場については、ユーロが上昇しました。 
当期初から2023年１月にかけては、ユーロ圏の景気懸念や、日銀の政策修正に対する警戒から、ユーロは弱

含む展開となりました。ただ、その後は、ユーロ圏景気の底堅さを示唆する経済指標が確認されたことや、粘
着的なインフレ動向とそれを受けた欧州中央銀行（ＥＣＢ）の積極的な金融引締め姿勢を背景に、上昇基調へ
転じました。とりわけ、４月以降は、日銀の金融緩和が長期化するとの観測と、ＥＣＢの更なる金融引締めへ
の警戒から、ユーロ高が一段と進行しました。    
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＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきん全世界株式インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通じ、MSCI

オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指して運
用を行いました。 
 

●しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 
MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指

し、上場投資信託である「iシェアーズ MSCI ACWI ETF」を主要投資対象として運用を行いました。 
上場投資信託の組入比率は、高位の水準を保つように努めました。 
 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率（分配金込み）は＋23.4％となり、同期間のベンチマークの騰落率である＋24.8％

を1.4％下回りました。 
ベンチマークとの差異における主な要因としては、信託報酬やマザーファンドにおけるコスト等が挙げら

れます。 
 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、経費控除後の配当等収益や期末の基準価額水準等を勘案して、１万口当たり

90円（税込み）としました。 
なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 
 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第１期 

2022年10月12日～ 
2023年７月５日 

当期分配金 90  

(対基準価額比率) 0.730％ 

 当期の収益 90  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,246  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、親投資信託である「しんきん全世界株式インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通

じ、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目
標として運用を行います。 
 

●しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 
運用の基本方針に従い、主として上場投資信託である「iシェアーズ MSCI ACWI ETF」への投資を行い、実

質的に日本を含む全世界の株式に投資を行い、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、
円換算ベース）に連動することを目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年10月12日～2023年７月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 36  0.334  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (13)  (0.117)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (22)  (0.201)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 12   0.111   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (12)  (0.111)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 5   0.049   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 5)  (0.044)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 53   0.494    

期中の平均基準価額は、10,840円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.84％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年10月12日～2023年７月５日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 1,561,748 1,702,275 22,109 24,630 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年10月12日～2023年７月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年10月12日～2023年７月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年10月12日～2023年７月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2023年７月５日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 1,539,639 1,906,843 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年７月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 1,906,843 98.2 

コール・ローン等、その他 35,847 1.8 

投資信託財産総額 1,942,690 100.0 
 
（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきん全世界株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（1,906,041千円）の投資信託財産総額

（1,941,143千円）に対する比率は98.2％です。 

（注３） 外貨建資産は、期末の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2023年７月５日現在、１ドル＝144.56

円です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年７月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,942,690,701   

 コール・ローン等 33,846,954   

 しんきん全世界株式インデックスマザーファンド(評価額) 1,906,843,747   

 未収入金 2,000,000   

(B) 負債 32,882,241   

 未払収益分配金 14,035,009   

 未払解約金 17,447,460   

 未払信託報酬 1,382,297   

 未払利息 8   

 その他未払費用 17,467   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,909,808,460   

 元本 1,559,445,546   

 次期繰越損益金 350,362,914   

(D) 受益権総口数 1,559,445,546口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,247円 
 

（注１） 当ファンドの設定時元本額は134,905,275円、期中追加設定
元 本 額 は 1,682,624,033 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は
258,083,762円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.2247円です。 

○損益の状況 (2022年10月12日～2023年７月５日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      1,046   

 支払利息 △      1,046   

(B) 有価証券売買損益 208,235,493   

 売買益 229,198,747   

 売買損 △ 20,963,254   

(C) 信託報酬等 △  2,646,054   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 205,588,393   

(E) 追加信託差損益金 158,809,530   

 (配当等相当額) (△      1,678)  

 (売買損益相当額) (  158,811,208)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 364,397,923   

(G) 収益分配金 △ 14,035,009   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 350,362,914   

 追加信託差損益金 158,809,530   

 (配当等相当額) (    5,336,938)  

 (売買損益相当額) (  153,472,592)  

 分配準備積立金 191,553,384   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（15,480,240
円）、費用控除後の有価証券等損益額（190,108,153円）、およ
び信託約款に規定する収益調整金（158,809,530円）より分配
対象収益は364,397,923円（10,000口当たり2,336円）であり、
うち14,035,009円（10,000口当たり90円）を分配金額として
います。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 90円 
 
◇分配金を再投資される場合のお手取分配金は、自動けいぞく投資約款の規定に基づき、決算日の翌営業日に再投資いたしました。 

◇分配金をお受け取りになる場合の分配金は、決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始しています。 

◇分配金のお取扱いについては、販売会社にお問い合せください。 

（注１） 分配金は、分配後の基準価額と各受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」（受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分）があります。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合

は全額が「普通分配金」となります。分配後の基準価額を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が「元本払戻金（特別分配金）」、

残りの部分が「普通分配金」となります。 

（注２） 個人の受益者の場合、収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、配当所得として20.315％（所得税15％、復興特別

所得税0.315％および地方税５％）の税率が適用されます。 

（注３） 法人の受益者の場合、収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、15.315％（所得税15％および復興特別所得税

0.315％）が源泉徴収されます。 

（注４） 当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用

対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。 

（注５） 税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。 
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